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年は、宝暦 7 年（1757）から明治 20年（1887）までの範囲である。最も古い墓碑は、宝
暦 7年（1757）の G地区１号墓碑である。最も新しい墓碑は、明治 20年（1887）の C地









訳は以下の通りである。浙江省は 55名、江蘇省は 46名、安徽省は 4名、福建省は 1名（A12
号）、直隷省は 1 名（A7 号）。その中に、墓碑に出身地の地名が刻まれているが、現在の




1人、画家（宋紫岩）は１人、處士は 9 人、工人は 1人である。 
江戸時代長崎における中国人の埋葬方法について解明するために、現在まで一度も行わ
れていなかった発掘調査を行っている。発掘調査した結果は、趙氏の墓碑の地下の構造が
判明し、趙氏の墓には、見取図と平面図を作成した。しかし、地上の墓碑の部分だけで、
地下の構造物からは墓誌、副葬品、棺を確認することはできなかった。趙氏の墓は、彼の
子どもたちが後に築造した墓碑であることなどが確認できた。今回の調査を通して、江戸
時代の中国人墓碑を知るには十分の効果があった。おそらく乗船が難破、溺死したので、
趙氏の遺体は遭難現場に埋葬されたものと推測される。今後の興福寺をはじめ、長崎の中
国人墓地に関する研究の大きな一助となるものと思われる。 
今後は興福寺後山に広がる他の中国人墓地についても、墓の内部構造及び遺体と一緒に
埋められたはずの墓誌や副葬品を確認、江戸時代における中国人墓碑の構造や埋蔵方法、
さらには埋蔵に至る諸手続等についてもさらに調査研究を深める必要があると思った。さ
らには、悟真寺や福済寺、崇福寺など長崎の他の中国人墓地との比較調査を行い、その関
連などについても解明したいと思っている。そして、これら中国の風習等が日本に与えた
影響等についても考察を広げる所存である。 
 
 
